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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第２区分
【発行日】平成26年11月6日(2014.11.6)

【公表番号】特表2012-507175(P2012-507175A)
【公表日】平成24年3月22日(2012.3.22)
【年通号数】公開・登録公報2012-012
【出願番号】特願2011-534708(P2011-534708)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｌ  51/50     (2006.01)
   Ｈ０５Ｂ  33/12     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０５Ｂ  33/14    　　　Ｂ
   Ｈ０５Ｂ  33/12    　　　Ｃ
   Ｈ０５Ｂ  33/22    　　　Ｃ
   Ｈ０５Ｂ  33/22    　　　Ａ

【誤訳訂正書】
【提出日】平成26年8月28日(2014.8.28)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　有機発光デバイスであって、
　カソードと、
　リン光青色発光物質を含む発光層を有する青色発光副要素と、
　電荷発生層と、
　リン光緑色発光物質を含む発光層を有する緑色発光副要素と、
　電荷発生層と、
　リン光赤色発光物質を含む発光層を有する赤色発光副要素と、
　アノードと、
を順番に有し、
　前記有機発光デバイスが３つの副要素を有し、
　前記発光物質の結合された発光が前記デバイスから白色発光をもたらす、有機発光デバ
イス。
【請求項２】
　各副要素が正孔輸送層と、電子輸送層と、発光層とを含み、前記発光層が正孔輸送層、
電子輸送層、または独立層である、請求項１に記載の有機発光デバイス。
【請求項３】
　前記デバイスが、ＣＩＥ座標（Ｘ＝０．３７±０．０８、Ｙ＝０．３７±０．０８）を
有する光を発光する、請求項１に記載の有機発光デバイス。
【請求項４】
　前記デバイスが少なくとも３０％の最大外部量子効率を可能にする、請求項１に記載の
有機発光デバイス。
【請求項５】
　前記電荷発生層がｐ型層に隣接するｎ型層を有する、請求項１に記載の有機発光デバイ
ス。
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【請求項６】
　前記ｐ型層がＭｏＯ３、Ｖ２Ｏ５、ＩＴＯ、ＴｉＯ２、ＷＯ３、およびＳｎＯ２から選
択される物質を有する、請求項５に記載の有機発光デバイス。
【請求項７】
　前記ｐ型層がＭｏＯ３を有する、請求項６に記載の有機発光デバイス。
【請求項８】
　各副要素の前記発光層が、当該発光体のアンチノードまでの距離の２０％内にある、請
求項１に記載の有機発光デバイス。
【請求項９】
　前記発光層の少なくとも２つが、最大発光の少なくとも９０％を提供するように、アン
チノードに十分近い位置にある、請求項１に記載の有機発光デバイス。
【請求項１０】
　各発光層が、最大発光の少なくとも９０％を提供するように、アンチノードに十分近い
位置にある、請求項９に記載の有機発光デバイス。
【請求項１１】
　有機発光デバイスであって、
　カソードと、
　リン光緑色発光物質を含む発光層を有する緑色発光副要素と、
　電荷発生層と、
　リン光青色発光物質を含む発光層を有する青色発光副要素と、
　電荷発生層と、
　リン光赤色発光物質を含む発光層を有する赤色発光副要素と、
　アノードと、
を順番に有し、
　前記有機発光デバイスが３つの副要素を有し、
　前記発光物質の結合された発光が前記デバイスから白色発光をもたらす、有機発光デバ
イス。
【請求項１２】
　各副要素が正孔輸送層と、電子輸送層と、発光層とを含み、前記発光層が正孔輸送層、
電子輸送層、または独立層である、請求項１１に記載の有機発光デバイス。
【請求項１３】
　前記デバイスが、ＣＩＥ座標（Ｘ＝０．３７±０．０８、Ｙ＝０．３７±０．０８）を
有する光を発光する、請求項１１に記載の有機発光デバイス。
【請求項１４】
　前記デバイスが少なくとも３０％の最大外部量子効率を可能にする、請求項１１に記載
の有機発光デバイス。
【請求項１５】
　前記電荷発生層がｐ型層に隣接するｎ型層を有する、請求項１１に記載の有機発光デバ
イス。
【請求項１６】
　前記ｐ型層がＭｏＯ３、Ｖ２Ｏ５、ＩＴＯ、ＴｉＯ２、ＷＯ３、およびＳｎＯ２から選
択される物質を有する、請求項１５に記載の有機発光デバイス。
【請求項１７】
　前記ｐ型層がＭｏＯ３を有する、請求項１６に記載の有機発光デバイス。
【請求項１８】
　各副要素の前記発光層が、当該発光体のアンチノードまでの距離の２０％内にある、請
求項１１に記載の有機発光デバイス。
【請求項１９】
　前記発光層の少なくとも２つが、最大発光の少なくとも９０％を提供するように、アン
チノードに十分近い位置にある、請求項１１に記載の有機発光デバイス。
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【請求項２０】
　各発光層が、最大発光の少なくとも９０％を提供するように、アンチノードに十分近い
位置にある、請求項１９に記載の有機発光デバイス。
【請求項２１】
　有機発光デバイスであって、
　カソードと、
　リン光青色発光物質を含む発光層を有する青色発光副要素と、
　電荷発生層と、
　リン光緑色発光物質を含む発光層を有する緑色発光副要素と、
　電荷発生層と、
　リン光赤色発光物質を含む発光層を有する赤色発光副要素と、
　アノードと、
を有し、
　前記有機発光デバイスが３つの副要素を有し、
　各副セルの電荷均衡ファクタが０．９～１であり、
　前記発光物質の結合された発光が前記デバイスから白色発光をもたらす、有機発光デバ
イス。
【請求項２２】
　各副セルの電荷均衡ファクタが０．９５～１である、請求項２１に記載の有機発光デバ
イス。
【請求項２３】
　各副要素が正孔輸送層と、電子輸送層と、発光層とを含み、前記発光層が正孔輸送層、
電子輸送層、または独立層である、請求項２１に記載の有機発光デバイス。
【請求項２４】
　前記デバイスが、ＣＩＥ座標（Ｘ＝０．３７±０．０８、Ｙ＝０．３７±０．０８）を
有する光を発光する、請求項２１に記載の有機発光デバイス。
【請求項２５】
　前記デバイスが少なくとも３０％の最大外部量子効率を可能にする、請求項２１に記載
の有機発光デバイス。
【請求項２６】
　前記電荷発生層がｐ型層に隣接するｎ型層を有する、請求項２１に記載の有機発光デバ
イス。
【請求項２７】
　前記ｐ型層がＭｏＯ３、Ｖ２Ｏ５、ＩＴＯ、ＴｉＯ２、ＷＯ３、およびＳｎＯ２から選
択される物質を有する、請求項２６に記載の有機発光デバイス。
【請求項２８】
　前記ｐ型層がＭｏＯ３を含む、請求項２７に記載の有機発光デバイス。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７１】
　電流密度Ｊでの励起子生成レートは次式で表わされる。
【数３】



(4) JP 2012-507175 A5 2014.11.6

ここで、Ｇ（ｘ，Ｊ）は、ＥＭＬにおける位置ｘと位置ｘ＋ｄｘとの間の励起子のボリュ
ーム生成レートであり、ＥＭＬ／ＥＴＬ界面ではｘ＝０となる。ＥＭＬの全幅にわたって
積分が行われる。電荷均衡ファクタγは、ＥＭＬに注入された電子に対する正孔の比であ
り、次式で求められる。
【数４】

【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７２】
　ここで、Ｊｈ，Ａ、Ｊｈ，Ｃ、Ｊｅ，Ａ、Ｊｅ，Ｃは、ＥＭＬのアノード（Ａ）側およ
びカソード（Ｃ）側における正孔（ｈ）および電子（ｅ）電流密度である。高効率の電子
燐光性ＯＬＥＤの場合、電荷均衡ファクタはほぼ不変であり、同じ数の電子と正孔が再結
合ゾーンに同時に存在することを示す。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７４】
　したがって、本発明の好適な実施形態では、電荷均衡ファクタγは、積層デバイス内の
副セルのそれぞれに対してほぼ不変である。好ましくは、副セルのそれぞれの電荷均衡フ
ァクタは約０．９～１であり、より好ましくは０．９５～１である。
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